
  

職 場 体 験 事 業 に つ い て 

 

１ 事業の目的 

  福祉･介護の仕事に関心を有する方に対して、福祉・介護の職場を体験する機会を提供し、実

際の職場の雰囲気やサービス内容などを直接知ることができる環境をつくり、人材の参入を促

進することを目的とします。 

 

２ 実施主体 

   北海道 ※社会福祉法人北海道社会福祉協議会（以下「道社協」）に委託 

 

３ 受入費用 

   職場体験者１人１日当たり６，８００円を受入施設にお支払いします。 

※受入施設には、職場体験中の事故等に対するための保険に加入していただきます。道社協で

加入するボランティア保険を利用する場合は、１日２８円を差し引いた額（６，７７２円）

をお支払いします。 

 

４ その他 

  （１）職場体験は体験参加者１人当たり１０日以内とします。 

  （２）職場体験参加者の資格は不問とし、給与は無給とします。 

※未成年者の申込の場合は、保護者の同意書が必要です。 

  （３）職場体験参加に係る交通費は実費分（最も経済的な通常経路及び方法により計算）を支給

します。体験に要する食費や被服費は、参加者負担です。 

 

職場体験事業に関するＱ＆Ａ 

Ｑ１ 職場体験参加者の資格は不問とされていますが、高校に通う生徒や未成年者が申込むことは

できるのでしょうか。 

Ａ 福祉・介護の仕事への関心を広げるため、高校生以上であれば参加することができます。 

ただし、授業の一環や他の制度により体験が義務づけられている場合等は、対象外です。 

※未成年者の体験申込みは、別途保護者の同意書が必要です。 

Ｑ２ ミスマッチを防ぎ、マッチング機能を高めるために複数の職場を体験することはできるので

しょうか。例えば１回目は特別養護老人ホーム、２回目を障害者施設など。 

Ａ １人当たり１０日以内であれば、複数の施設を体験することが可能です。 

  体験先は、職場体験参加者の希望や就労条件等を踏まえ、効果的な体験になるよう事務局

にて選定します。 

  ただし、同一事業所への職場体験は、１人１回限りとします。 

 

【問合せ先】社会福祉法人北海道社会福祉協議会 北海道福祉人材センター 

〒060-0002 札幌市中央区北２条西７丁目１番地 かでる２.７ ３階 

TEL  011-272-6662 ／ FAX 011-272-6663  

MAIL do-jinzai@dosyakyo.or.jp 

受入施設用 



  

 

 

 

１ 受入施設と職場体験希望者の調整・連絡 

 

 

 

 

 

 

※職場体験希望者と受入施設 

の日程等で、再調整する事 

があります。 

 

 

 

 

 

 

２ 受入れ施設・事業所への支払い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 体験者に対する就労相談・斡旋 

 

 

 

 

 

 

 

職 場 体 験 事 業 の 流 れ 

受入施設と職場体験希

望者の申込内容の調整

を行い、職場体験の実施

について決定し、双方に

通知する。 

 

      ①申込み        ②依頼    
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      ④通知         ③承諾  
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希望者 

 

 

 

 

 

 

道社協 事業所 A 

 

 

 

 

 

受入施設から職場体験

終了報告書に基づき、受

入費用を支払う。 

 

        ①職場体験終了報告書の提出            

 

 

        ②受入費用の支払い 

 

 

※月末締・翌月下旬頃のお支払い 

道社協 事業所 

職場体験終了後の体験

者に対し、職場体験の実

施状況を確認し、就労に

向けて働きかける。 

 

      体験状況把握        紹介   

 

        登録 

       

相談・斡旋 

 

 

 

体験者 福祉人材

センター

バンク 

事業所 



   

１ 職場体験事業受入承諾書の提出 

 

２ 体験受入要請の受諾 

 

３ 職場体験事前連絡 

 

４ 職場体験 

 

道社協（北海道福祉人材センター）に下記関係書類を提出します。 

 

 

５ 職場体験の終了 

 

【登録関係書類】    様式７ 職場体験事業受入承諾書 
様式８ 職場体験事前連絡事項 
ボランティア保険加入同意書 

道社協が、体験希望者の申込みを受けて体験先の調整を行い「職場体験事業の実施につい

て（通知）」により、受入施設と体験希望者に通知します。 

※「様式８職場体験事前連絡事項」を体験希望者にお渡しします。 

体験希望者は「職場体験事前連絡事項」に記載された期日までに、受入施設に電話等で連

絡をします。その際に、職場体験にあたっての注意事項などについて説明してください。 

職場体験は、職場体験希望者や受入施設の実情に応じて無理のない内容で実施してくだ 

さい（次頁参照）。 

 

 

 

 

 

※１日あたりの職場体験時間は、概ね５時間から６時間程度を目安に行ってください。 

※１日目にはオリエンテーションや受入施設の案内、最終日には職員との懇談を必ず 

実施してください。 

職場体験終了後、「様式９職場体験終了報告書」「アンケート」を道社協に提出してくだ

さい。 

受入費用は、「様式９職場体験終了報告書」の提出をもってお支払いします（月末締の翌

月下旬頃のお支払いとなります）。 

【職場体験例】 

① 施設利用者の介護、介助の補助 

② 施設利用者との交流（話し相手）、学習活動の援助、授産活動の補助 

③ レクリエーションや運動会等施設が実施する行事の補助 

④ 掃除や洗濯等の日常業務の補助 

受入施設、事業所の手続きの流れ 

 



  

職場体験内容の例 

 

＜お願い＞ 

・体験は、一日あたり概ね５時間から６時間程度で実施し、極端な時間延長や短縮は避けてく

ださい。 

・第１日目にはオリエンテーションや施設内の見学、最終日には職員との懇談（振り返り等）

を実施してください。 

・可能な限り、体験者の希望する体験内容ができるように調整をお願いします。 

 

 

 

 時間 プログラム 体験内容 

１
日
目 

9：00～ オリエンテーション 以下について説明 

・体験内容 ・本日の流れ ・施設の概要、見学 

10：30～ 排泄、入浴、食事介助（見学含む） 介助の補助、昼食準備 

12：30～ 休憩 昼食 

13：30～ レクリエーション交流 

利用者とのコミュニケーション 

レクリエーションへの参加（利用者と楽しむ） 

利用者とおしゃべりをしながら自由に過してもらう 

14：30～ おやつ、食事介助（見学含む） おやつ準備、介助の補助 

15：45～ ミーティング 体験の振り返りとして、感想や質問等を聞く 

16：00 終了 １日目の体験終了 

２
日
目 

9：00～ 朝礼 本日の流れを説明 

9：30～ 体操 

利用者とのコミュニケーション 

利用者と一緒に体操を行う 

余暇活動を通して、利用者や職員と関わってもらう 

11：00～ 片付け、トイレの声かけ 片付けの後、トイレの声掛け 

11：30～ 昼食準備、食事介助（見学含む） 昼食準備、食事介助の補助 

12：30～ 休憩 昼食 

13：30～ 掃除・洗濯等 掃除や洗濯等の日常業務の補助 

14：30～ ミーティング 体験の振り返りとして、感想や質問等を聞く 

15：00～ 終了 ２日目の体験終了。 

 

 

 

 

 時間 プログラム 体験内容 

１
日
目 

9：00～ オリエンテーション 以下について説明 

・体験内容 ・本日の流れ ・園の概要、見学 

10：00～ 外あそび、制作 活動を通して園児や職員と関わってもらう 

11：30～ 昼食 昼食準備、食事介助の補助 

12：30～ 休憩 昼食 

13：30～ 午睡、掃除・洗濯等 お昼寝の様子を観察。起床の声掛け 

掃除や洗濯等の日常業務の補助 

14：30～ おやつ、園内あそび おやつ準備、園内あそびに参加してもらう 

16：00～ ミーティング 体験の振り返りとして、感想や質問等を聞く 

16：30 終了 体験終了 

 

【例１】 特別養護老人ホームにて（２日間） 

【例２】 保育園にて（１日間） 


